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◆◆ 校内企業説明会の開催 ◆◆ 

 
就職活動を目前にひかえ、3年次生の就職希望者を対象に、企業等の方々を本校にお呼びし、直

接企業・事業所の方のお話を聞くことで、職種についての理解の促進と進路意識の高揚を図るもの

です。 

生徒の希望をもとに、あらかじめ説明を聞く企業・事業所を決めます。3 年次生は（希望がある

場合はその保護者も）各教室に移動し説明を聞き（２５分間）、時間がきたら次の教室へ移動しま

す。 

今年度は、校内企業説明会は２回実施します。７日は３つ、14 日は２つ、あわせて５つの企業・

事業所の説明をきくことができます。 

                 

令和 7年 5月 7日（水） ５・６校時 

  

 企業名 職種 場所 

１  オリエンタルモーター株式会社 製造 中２－１ 

２  日本郵便 株式会社 東北支社 郵便局員 中２－２ 

３  株式会社デンロコーポレーション 技術 中２－３ 

４ 音屋ホール・株式会社セイユ―建設 イベント・建設 中２－４ 

５ ソマ株式会社 製造 中２－５ 

 

 

令和７年５月１４日（水） 昼休み・５校時 

 

 企業名 職種 場所 

１ タニコー株式会社 製造 中２－１ 

２ 株式会社福島ニチアス 製造 中２－２ 

３ 社会福祉法人 相馬福祉会 特別養護老人ホーム 

 相馬ホーム 

介護 中２－３ 

４ 自衛隊福島地方協力本部 相双地域事務所 公務員 中２－４ 

 

 

◆◆ 就職に関する日程（一般企業） ◆◆ 

 
令和 7 年度の進路指導に関する行事は、4 月 26 日（土）に 3 年生を対象に行った＜3 年次進路説

明会＞に始まりました。今度行われる＜校内企業説明会＞は、就職希望者にとっては２回目の進路

行事です。 

1年次、2年次生にとっては、まだ、意識は持ちにくいかも知れませんが、それは遠い未来の事で

はなく、もうすぐ確実に訪れる将来の事なのです。なお、詳しいことは『令和 7 年度 進路の手引

き』（p55～p70）に記載されています。 
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４月 ３年次進路説明会 

５月 校内企業説明会（7日、14日） 

６月 就職希望者説明会（18日） 

７月 求人票公開開始（1日～）、キャリアガイダンス（22日）、職場見学先の検討・決定・実施 

職場見学報告書・礼状の送付 

８月 受験希望先の検討、就職出願届（～18日）、受験先の決定 

履歴書作成指導：履歴書の作成（20～22日、29日までに完成） 

面接指導：第 1回模擬面接（28日～） 

９月 履歴書の発送（～3日） 

第 2回模擬面接（4日～） 

   就職試験（16日～） 

   受験報告書の提出 

（進路先決定後）礼状・就職承諾書・合格体験記の提出 

 

◆◆ 就職に関する日程（公務員） ◆◆ 

 
４月 ３年次進路説明会  

各自で＜受験案内＞（採用試験の要項）の入手 

５月 校内企業説明会（7日、14日） 

   公務員出願届の提出（出願までに） 

 ＊公務員は職種によって出願受付期間・試験実施日はバラバラです。自分がどの職種の公務員に

なりたいかに基づいて、調べておく必要があります。 

６月 就職希望者説明会（18日） 

 ＊公務員の出願は早い職種で 6月から始まります。 

７月 

８月 

＊公務員試験で合格するためには、一般教養・作文・適性検査（場合によっては体力検査もある）

等の受験勉強や訓練が必要です。 

９月 公務員採用試験（第一次試験）（16日～） 受験報告書の提出 

 

10月 第一次試験合格発表 

   面接指導：模擬面接の実施（随時） 

   第二次試験（適性検査・面接等） 受験報告書の提出 

 ＊福島県職員の第二次試験は 10月中に２回にわたって実施される。１回目は適性検査と 

口述試験（第１回個別面接）、２回目は再び口述試験（集団討論と第２回個別面接）。 

11月 合格発表 

（進路先決定後）礼状・必要書類の記載と発送・合格体験記の提出 

 

◆◆ コミュニケーション能力 ◆◆ 

「コミュニケーション能力」については、生徒諸君を前にして進路指導主事が再三にわたり強調

していました。社会で求められているのは、まさしく「コミュニケーション能力」だからです。企

業にも公務員にも、面接試験があります。そのねらいは受験生のコミュニケーション能力を見るた

めなのです。例えば福島県職員の第二次試験には、個別面接が 2回あり集団討論もあります。 

 この社会には答えのあらかじめ決められた問題というものはありません。また個人によって解決

可能な問題などほとんどありません。諸君は企業や官公庁という組織に入り、そこにいる多くの

「他者」たちとともに問題に取り組み解決を図らねばなりません。「他者」と書きましたが、コミ

ュニケーションとは＜仲間とのおしゃべり＞ではなく＜他者との対話＞です。社会は多様性に満ち

ています。多様な価値観や考えを持つ「他者」とのコミュニケーションが、問題解決の鍵（キー）

になるのです。実は、コミュニケーション能力が重視されるのは大学等の上級学校においても同じ

です。（次号に続く） 


